
1仁大eラーニング Moodleの使い方



この資料は、仁愛大学の教員向けのものとなっており、Moodleを使う上での基本的な事項に

絞って解説するものです。

より詳細な事項については、インターネット上のMoodleに関する資料などを参考にしてくだ

さい。

Moodle Docs: https://docs.moodle.org

Moodle 3 インストラクタ用ガイド（富山大学版）:

https://www.itc.u-toyama.ac.jp/moodle3/guide/

なお、基本的な質問等について、情報サポート室にて対応します。 メール、内線電話、

Teams等でお問い合わせ下さい。

なお、この資料で示す画面や用語は、執筆時点（2020年3月末）でのものであり、Moodleの

バージョンや本学特有の事情により異なる場合があります。
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仁愛大学の学習管理システムであるMoodleへは、インターネットに接続された、パソコンや

スマートフォンからアクセスできます。

URL： https://manabi.jindai.ac.jp をWebブラウザ（Microsoft Edge, Google Chrome, 

Apple Safari）にて指定し、アクセスしてください。

なお、本学公式Webサーバである、 https://www.jindai.ac.jp から情報ネットワーク管理室の

ホームページ https://www.jindai.ac.jp/ju-net/ にアクセスし、そこからリンクを辿ってもア

クセス可能です。
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まずは、与えられたURLにアクセスし、仁大ネットのアカウントでログインしましょう。

「ユーザ名」と「パスワード」を入力し「ログイン」ボタンを押します。

なおこの資料では例として、教員のアカウントを「j-teacher」としています。

またアカウントは情報サポート室で管理しています。Moodleの利用を希望する教員は、情報

サポート室にアカウントの発行を依頼していください。
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ログインすると、通常ダッシュボードといわれるページが表示されます。

このページは、各ユーザ毎に登録されたコースの一覧などを表示するためのものです。（まだ

何も登録されていません）

右上には自身のアカウントにもとづいた氏名やアイコン、そこを押して表示されるメニューが

あります。

メニューから「プロファイル」を選んでみましょう。
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各ユーザのプロファイル情報が表示されます。

ユーザ詳細の欄にある「プロファイルを編集する」を押してみましょう
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このページでは、ユーザの姓名、メールアドレスなどを確認することが可能です。

（但し、原則変更はしないでください。）

都道府県は記入していただくことをお勧めします。

ページを下にスクロールしましょう。
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プロファイルにて、任意で顔アイコン等の画像や、ヨミガナや別名を指定することが可能です。

ページ末尾の「プロファイルを更新する」を押して変更内容を保存します。
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プロファイル画面において、編集として追加した「都道府県」が表示されていることが分かり

ます。
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教員が、自身が担当する授業用のコース作成を希望する場合には、以下のいずれかの方法で、

リクエストしてください。

• 情報サポート室スタッフに、授業名（長いものと短いもの）と担当する教師アカウントを、

メールにて伝えてください。

• コースリクエストの専用フォームに、必要事項を入力してリクエストする。

この資料では、後者のコースリクエストの専用フォームについて説明します。
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「サイトホーム」より「すべてのコース」を選ぶとコースカテゴリの一覧が表示されます。

「コースをリクエストする」ボタンを押します。
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希望する、「長いコース名」、「コース省略名」、そして、そのコースをどの「コースカテゴ

リ」に作成してほしいかを選択して、「このコースを開設したい理由」も記述し、ページ末尾

の「コースをリクエスト」ボタンを押します。

その他、任意にコースの概要も記述できます。シラバスの概要と同じような内容で構いません。

なお、これらのリクエストに応じて、情報サポート室では数日以内に作成し、返答します。
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コースは、いわゆる各授業や講義、演習などに対し設ける学習スペースになるものです。

情報サポート室では、リクエストにもとづき、コースを作成します。

そしてそのコースの教師権限を割り当てます。

教師は、そのコースの様々な編集が可能となりますので、コンテンツとなる資料や学習活動を

追加したり、コース参加者の管理、成績の管理などが行えます。

13仁大eラーニング Moodleの使い方



Moodleにログインし、ダッシュボードにて「コース」というタブを押すと、リクエストした

コースが表示されていることが分かります。

このコース名をクリックして、コースページを表示してみましょう。
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これがコースページです。

（初めてコースにアクセスした場合、ユーザインターフェースなどを解説するツアーというも

のが表示されます。次へを押して順に確認するか「ツアー終了」を押してください。）

まだ、コンテンツとなるものを何も作成していない状態ですが、複数のトピックが用意されて

いることが分かるかと思います。

このトピックス数は後程増減させることができます。
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コースページの右上の歯車アイコンを押して現れるメニューから「設定を編集する」を選びま

す。
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リクエストした内容に応じて、コースの初期設定がされております。

「開講日」と「コース終了日」を設定します。
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コースリクエスト時に記述しなかった場合、「コース概要」を記述します。

通常シラバス等に記述している講義概要などと同じようなものを入力します。

「コース概要ファイル」を指定すると、ダッシュボードのコース一覧にて、コース名とともに

表示されます。

その他の各種設定項目がありますので、既定で設定されている内容を変更したい場合は設定し

ます。

最後に、ページ末尾の「保存して表示する」ボタンを押します。

すると、コースのトップページが表示されます。
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テナント管理者によって、コースに教師として割り当てられたユーザは、自分自身以外のユー

ザを学生としてコースに登録することができます。

なお、一人の教師が別のユーザを同じコースに教師として登録することも可能です。
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ユーザ（この例では「越前太郎」）がログインすると、自身が登録されているコースがコース

概要に含まれて表示されます。

開講日・コース終了日と現在日時との関係により、「進行中」「未来」「過去」のいずれかに

表示されます。

この例では、現在日時が開講日より前の例となっているので、「未来」の中にあることが分か

ります。

今回このユーザは、コース「情報基礎2020」に教師として割り当てられています。

なお、この「教師」とは、単に役割を示すもので絶対的なものではありません。そのため、こ

の一人のユーザが例えば学内研修のためのコースなどに「学生」として登録される場合も考え

られます。

コース名をクリックし、コースのページにアクセスしましょう。
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コースページが表示されます。

まだ何もコンテンツは登録されていませんが、複数（今回の例では15個）のトピックが存在す

ることが分かります。

教師がコースページにアクセスした場合は、コース名の右横に歯車のアイコンが表示され、そ

れを押すとコースに関する様々な処理のためのメニューが表示されます。

今回はこのメニューにはない処理を行うので、「さらに…」を選択します。
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コース管理のページが表示されます。

「ユーザ」タブを押してユーザに関する処理メニューに切り替えます
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「登録済みユーザ」では、コースに登録されているユーザの一覧が表示されますが、現時点で

は、自分自身が教師として登録されていることが確認できるだけです。

「登録方法」を押して、教師が学生をコースに登録する方法としてどのようなものがあるかを

確認し、さらにユーザを学生として登録してみましょう。
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現時点ではこのように表示されます。

手動登録によって、ユーザが１名（教師自身）だけ登録されていることが分かります。

編集列にある「ユーザを追加する」アイコンを押して、複数のユーザを一括して学生として登

録することができます。
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右側のリストには、ユーザが一覧表示されます。その中から、コースに追加したいユーザを選

びます。

なお、検索ボックスにて、学籍番号等の一部を入力すると、それに合致するユーザの一覧に絞

り込むことができます。

リスト上で、Shiftキーを押しながらクリックすることで連続するユーザを、Ctrlキーを押しなが

らクリックすることで、連続していないユーザを選択することができます。

中央の「追加」ボタンを押すことで、コースにそれらの選択したユーザをこのコースに登録す

ることになります。
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右側のリスト(受講未登録ユーザ）から左側のリスト（登録済みユーザ）に、登録されたユーザ

が移動していることが確認できます。
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参加者の一覧ページでは、教師自身の他、追加登録した学生を確認することができます。

ロールとは、ユーザの役割のことで、この例では、1人が学生ロールで、1人が教師ロールで登

録されています。

また、右のステータス列では、「ゴミ箱削除」アイコンで、コース登録を削除することも可能

です。
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教師が学生を手動で登録する方法とは別に、学生自身がコースページに初めてアクセスする際

に自動的にコースに登録させることができます。

既定では、この登録方法は無効になっていますが、「目 yes/no」アイコンを押して有効にする

ことが可能です。そして、「歯車設定編集」アイコンを押すことで、詳細な情報が表示されま

す。
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通常自己登録が有効になっている場合、ユーザがサイトホーム等からコースを選び始めてアク

セスする際に、コースへ登録するかどうかの確認が問われ、了解することで登録がされます。

この場合、ユーザの誰もがこのコースに登録できてしまうことになります。

そこで、登録キーという文字列を教師が設定しておくことで、その登録キーを知っているユー

ザのみに登録を限定することができ、不用意な登録を防ぐことが出来ます。

この登録キーを開講時に黒板に書いて伝えたり、メールで連絡するなどすれば、コースへの参

加を希望する学生が自身で登録することができます。
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この画面は、まだ、コースに登録されていない、「久保史郎」というユーザが、サイトホーム

のページからコースに初めてアクセスする際の例です。

このコースの右上には「鍵マーク」アイコンが表示されており、登録キーが設定されているこ

とを表しています。
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コース名を押すと、登録キーの入力ボックスが表示され、教師が示した「登録キー」を入力し、

「私を登録する」ボタンをおすことで登録ができます。
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教師はコースの様々な事項について管理することが可能ですが、まずはコースページの管理方

法を説明します。
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教師がコースページにアクセスした場合は、コース名の右横に歯車のアイコンが表示され、そ

れを押すとコースに関する様々な処理のためのメニューが表示されます。

メニューから「編集モードの開始」を押すことで、コースページの管理や後述する各種コンテ

ンツの作成などが行えます。

なお学生にはこのメニューが表示されないので、管理やコンテンツの作成はできず、教師が用

意したコンテンツを利用することだけが可能ということなります。
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これは編集モードになっている場合の画面の例です。

十字の矢印アイコンや鉛筆アイコン、「編集」や「活動またはソースを追加する」メニューが

表示されるようになりました。

トピック名横の鉛筆アイコンを押して、トピック名を編集してみましょう。
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トピック名を入力してEnterを押すと、すぐに変更が反映されます。

なお、各トピック横の編集メニューから「トピックを編集する」を押して、トピック名（セク

ション名）の他、トピックの概要説明を記述することも可能です。

また、編集メニューの「ハイライト」は、このトピックセクションを目立たせることができま

す。授業回の進行などに併せてハイライトするトピックセクションを切り替えることで、学生

が今注目すべきトピックセクションを示すことが可能です。

「トピックを隠す」メニューを押すと、トピックスセクションのコンテンツがグレー表示（薄

い表示）になり「学生から秘匿」という表示がされます。 この状態は教師は確認できますが、

学生コースページ上にて「利用できません」とのみ表示されるだけで、コンテンツが表示され

ません。 これを利用することで、コンテンツ等の準備は教師が事前に行っておくものの、必

要になるまで学生には利用させないということが可能になります。
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ページ右上の姓名が表示されているところからアクセスできるメニューには、「ロールを切り

替える…」があります。

これは、教師のロール（役割）があるユーザが、他の下位の権限をもつロールに一時的に切り

替えて、そのロールでの表示のされ方、コンテンツの挙動を確認するためのものです。
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例えば、トピックや後述するリソースや学習活動を学生に隠すため非表示にしている場合の画

面を確認したい場合、「学生」を選択します。
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一時的なロールに切り替えると、氏名の下に、そのロールが表示されます。

再度、メニューから、「通常ロールに戻る」を選択することで教師ロールに戻って作

業が可能になります。
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コースページには、ブロックと呼ぶアイテムを追加することができます。

「ブロックを追加する」ボタンを押してみましょう
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多くの種類のブロックがあるので、すべてを解説しませんが、「HTML」ブロックや「オンライ

ンユーザ」ブロックを追加してみてください。
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オンラインユーザブロックは、文字通り、現在コースにアクセスしているユーザのリストを表

示するものです。

また、HTMLブロックは、HTMLで様々な内容を自由に記述できるブロックです。（実際には、

簡単な内容であれば、HTML言語の知識はあまり必要ありません。

例えば、学生へのメッセージやブログパーツ、画像・動画なども表示することが可能です。ま

た、ブロックは十字矢印をドラッグして、任意の場所に移動させることが可能です。

なお、利用するブラウザのウィンドウサイズによってはブロックは右側の列ではなくページ下

になる場合があります。
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教師が学生に提示する様々な資料・教材のことをリソースと呼びます。

さらにリソースには、ページやファイル、URL、ラベル、ブック、フォルダなどのタイプがあり

ます。

この資料ではすべての例を示せませんので、比較的よく使われるファイルとページについて説

明します。
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コースが編集モードとなっている状態で、各トピックにある「＋活動またはリソースを追加す

る」を選びます。
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このような画面が表示されます。

これらの中からコースに追加したい、活動やリソースを選択することになります。

ここでは、例として、リソースのひとつである「ページ」を選び、「追加」ボタンを押します。

なお、活動やリソースを選ぶと右側に、それらの機能などの概要が表示されますので、参考に

してください。
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それぞれのリソースでは、「名称」が必須の入力項目となっています。

学生がコースページにアクセスしたときにどのような資料か分かるようなタイトルを考え入力

してください。

説明には、そのリソースについての簡単な説明を任意で入力可能です。
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実際にページとして表示したい内容は、ページコンテンツ欄に記入します。
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これまでもMoodle上の様々な場面で、同じようなテキストエディアがありました。

このテキストエディタには、ワープロソフトなどと同じようなフォントのサイズやスタイル、

段落の箇条書きやリンクのためのメニューボタンがあります。

左上の拡張ボタンを押すと、さらに多くのボタンが表示され、表を入力したり、HTMLで直接記

述したりすることができます。
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その他、様々な設定項目がありますが、この資料では解説を省略します。

ページ末尾の「保存してコースに戻る」ボタンを押します。
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トピック内にページリソースが、追加されました。

それぞれの追加されたリソースや活動には、その右側に編集メニューがあります。以下のよう

な処理が行えます。

「設定を編集する」では、作成時と同様の各種情報を再度設定可能です。

「右へ」では、リソースや活動の名称を右へ字下げできます。

「非表示」では、再度表示するまで、学生から隠すことができます。

「複製」では、リソースや活動の複製が作成できます。複製後部分的に変更することで、似た

ようなコンテンツを容易に作ることが可能です。

「削除」では、文字通り、コース上にあるリソースや活動を削除できます。しかし取消ができ

ませんので、注意してください。
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この画面は、実際にページリソースをクリックし表示したものです。

ここにも歯車のアイコンが表示されており、押して表示されるメニューから様々な処理が行え

ます。

「設定を編集する」では、作成時と同様な画面で、このコンテンツに関する様々な設定を再度

変更することができます。

その他のメニューについては解説を省略します。
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次に、よく利用されるリソースのひとつ、「ファイル」を追加してみます。
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ページと同様、名称や説明を入力した後、「ファイルを選択する」欄にて、PC内にあるファイ

ルをアップロードします。

最後に、ページ末尾の「保存してコースに戻る」ボタンを押すことで、コースページ内に追加

されます。ファイルがアイコンと名称で表示されます。

52仁大eラーニング Moodleの使い方



ファイルについては、編集モード時に、コースページに直接ドラッグ＆ドロップすることで、

簡単に追加することも可能です。

53仁大eラーニング Moodleの使い方



また、コースページに画像や音楽や動画などのメディアファイルをドラッグ＆ドロップで追加

する場合には、このような選択画面が表示されます。

コースページにメディアファイルの内容が埋め込まれた形で表示ししたい場合は「コースペー

ジにメディアを追加する」を選び、「アップロード」ボタンを押します。

「ファイルリソースを作成する」を選んだ場合は、文書ファイルなどと同様に、アイコンと

ファイル名がコースページに表示される形になります。

54仁大eラーニング Moodleの使い方



これは、画像ファイルをドラッグ＆ドロップして直接コースページに追加した例です。

このようにコースページ上で直接表示される文字や画像などは、リソースの一つである「ラベ

ル」として追加されます。

55仁大eラーニング Moodleの使い方



リソースのひとつに、「URL」があります。

学生に参考にしてもらいたいWebサイトなどを提示する場合に用います。

ブラウザで別に表示されているWebサイトのURLをコピーした後、「外部URL」として指定しま

す。

詳細についての説明は省略します。

56仁大eラーニング Moodleの使い方



授業内では、議論や課題、理解度の確認など様々な学習活動が必要になります。Moodleには

それらを支援するための活動モジュールが備わっています。

なお、活動モジュールには、標準のもの以外にも様々なタイプのものが開発されており、

Moodleのサーバー管理者は、必要に応じて追加インストールすることができます。

仁愛大学のeラーニングシステムにおいても、いくつかの標準以外の活動モジュールがすでにイ

ンストール済みです。

57仁大eラーニング Moodleの使い方



「フォーラム」は、オンライン版の掲示板・会議室のようなもので、コース内において、特定

のテーマのもと、学生らの議論を促すことができます。

また、教師から学生らに一斉に連絡を行う場としても利用が可能です。

58仁大eラーニング Moodleの使い方



コースページで編集モードを開始し、「＋ 活動またはリソースを追加する」を押すと、この

ような画面が表示されます。

数多くの活動があり、この資料ではすべての解説を行うことが出来ませんので、主要な活動に

ついてのみ説明します。

まずは「フォーラム」を選択し、追加ボタンを押してください。

59仁大eラーニング Moodleの使い方



「フォーラム名」と「説明」に、このフォーラムについての名称と、議論に対するテーマなど

を記入します。

60仁大eラーニング Moodleの使い方



「フォーラムタイプ」は5種類から選ぶことが出来ます。それぞれのタイプがどのような形態な

のかは、（？）アイコンを押して表示されるヒントを確認してください。

既定のタイプは「一般利用のための標準フォーラム」です。

必要に応じて、フォーラムの様々なオプション設定項目を確認してください。

この資料では詳細は省略しますが、（？）アイコンを押して表示されるヒントを参考にしてく

ださい。

は「一般利用のための標準フォーラム」となっています。

61仁大eラーニング Moodleの使い方



フォーラムが追加されると、このようにフォーラム名と説明が表示がされます。

以降、コースに登録されている教師や学生は、「新しいディスカッショントピックを追加す

る」ボタンを押して、新たな話題の投稿を行うことができます。

62仁大eラーニング Moodleの使い方



「件名」と「メッセージ」を入力して、フォーラムに投稿することができます。

なお、投稿メッセージを記入するテキストエディタでは、文字の書式の設定や、画像や動画を

挿入して利用することも可能です。

メッセージとは別に、様々な種類のファイルを添付することも可能です。

（詳細についての説明は省略します。）

他の投稿に対し、返信のメッセージを投稿することも可能です。

63仁大eラーニング Moodleの使い方



次に、よく用いられる活動のひとつ「課題」について解説します。

「課題」では、教師学生に様々な課題を提示します。学生はファイルを提出したり、オンライ

ンで文章を記入するなどして課題を提出します。

教師は、それらの提出された課題について、採点をしたり、フィードバックを行います。

さらに、学生は採点結果を確認することができます。

これらの教師と各学生とのやりとりを場合によっては複数回行うことになります。

64仁大eラーニング Moodleの使い方



課題を追加するには、コースページにて、「＋ 活動またはリソースを追加する」を押して表

示される画面において、「課題」を選択して「追加」ボタンを押します。

65仁大eラーニング Moodleの使い方



「課題」では一般的に、学生がそれらの課題を提出できる期間を設けます。

利用期間の開始日時と終了日時を設定しますが、それらを無効にする場合には、右端のチェッ

クボックスをオフにします。

終了日時が設定されていても、通常、学生は利用期間後も提出が可能です。（遅れて提出した

ことは記録されます）

ただし、利用期間後にさらに提出の期限を設けたい場合は、「遮断日時」を指定して、右端の

チェックボックスをオンにすることもできます。

課題の提出タイプとしては、「ファイル提出」と「オンラインテキスト」があります。

学生が作成した、ワープロ等の文書ファイルやプレゼンテーション資料のファイルなどの提出

を受け付けることができます。

また、「オンラインテキスト」では、直接テキストエディタに記入させるような課題を受け付

けることができます。

66仁大eラーニング Moodleの使い方



課題では、評点をつけることが一般的です。

場合によっては点数ではなく、A,B,C や〇,△, × などの、尺度で評価したり、評価基準を複数

の観点と尺度からなる表にもとづいて評価するルーブリックを用いる場合もあります。

（尺度のカスタマイズやルーブリック評価についての解説はこの資料では省略します。）

67仁大eラーニング Moodleの使い方



課題を追加すると、教師はこのような画面で提出状況などを確認することができます。

68仁大eラーニング Moodleの使い方



学生が課題を表示した場合には、教師の画面と異なり、このような画面が表示されます。

課題を提出するには、「提出物をアップロード・入力する」ボタンを押します。

69仁大eラーニング Moodleの使い方



学生が課題を提出する場合はこのような画面で行います。

課題のタイプによりますが、今回の例では、ファイル提出と指定されていましたので、それら

の欄が表示されています。

ファイルの提出やオンラインテキストの記入後、ページ末尾の「変更を保存する」ボタンを押

して課題を提出したことになります。

70仁大eラーニング Moodleの使い方



学生は、自身が提出した課題について、どのような状況なのかをこのような画面で確認が可能

です。

（この例では、教師による評定までがなされている状況が確認できます。）

場合によっては、「提出を編集する」ボタンを押して再度提出をしたり、提出を削除すること

もできます。

71仁大eラーニング Moodleの使い方



一方この画面は、教師側で学生の提出状況などを確認するためのものです。

（この例では2名の参加者のうち1名が提出済みで、まだその1名分の評価を行っていないことが

確認できます。）

提出された課題を１件ずつ確認して順に評価していく場合は「評点」ボタンを押します。

すべての提出状況を表示して確認したり、まとめて評価したりする場合は、「すべての提出を

表示する」ボタンを押します。

72仁大eラーニング Moodleの使い方



これは、すべての提出状況を確認している画面の例です。

それぞれの学生が提出しているのかどうか、提出したのはいつなのか、などが確認できます。

「評点」ボタンを押して、1件ごとに確認することも可能です。

73仁大eラーニング Moodleの使い方



1件ごと提出された課題を確認し、評点を行う場合はこのような画面で行います。

提出されたファイルの種類によっては、変換されてそのプレビューが表示されます。（この例

では表示されていません）

ファイルをダウンロードして、確認することもできます。

確認後、評点欄に点数を入力したりフィードバックを入力することになります。

「変更を保存する」ボタンを押すと、評点やフィードバックの内容が保存され、「すべての提

出を表示する」を押すと一覧画面にもどります。

74仁大eラーニング Moodleの使い方



すべての提出を確認する画面のオプション項目にある「クイック評定」をオンにすると、この

画面内で評点をつけることが可能となります。

75仁大eラーニング Moodleの使い方



評点の列にて、直接点数を入力することが可能になりました。

ページ末尾の「すべてのクイック評定の変更を保存する」ボタンを押して、確定させます。

76仁大eラーニング Moodleの使い方



提出されたファイルをひとつずつダウンロードするのではなく、まとめてダウンロードするこ

とも可能です。

「すべての提出を表示する」ボタンを押して表示される画面の上部にある「評定操作」のメ

ニューから、「すべての提出をダウンロードする」を選ぶと、提出されたファイルがZIP形式の

ファイルとしてアーカイブされ、ダウンロードされます。

77仁大eラーニング Moodleの使い方



小テストはコース内において、自動採点されるクイズを実行することができます。

小テストは、多肢選択や記述式などの複数の問題で構成されます。

78仁大eラーニング Moodleの使い方



まず、編集モードのコースページにて、「＋ 活動またはリソースを追加する」を押して表示

される画面にて、「小テスト」を選び「追加」ボタンを押します。

79仁大eラーニング Moodleの使い方



小テストの名称と説明の他、様々な設定項目を確認・設定します。

レビューオプションでは、得点や正解が、どのタイミングで表示されるのかを設定します。

詳細については、(?)アイコンのヒントも参考にしてください。

80仁大eラーニング Moodleの使い方



小テストが作成されると、各種問題を収める場所ができたことになります。

紙のテストに例えるならば、問題用紙・解答用紙が用意されたことになりますが、まだ、問題

はひとつも無い状態です。

「小テストを編集する」ボタンを押して、問題を構成する画面に移ります。

81仁大eラーニング Moodleの使い方



「小テストを編集する」の画面では、「新しい問題」を「追加」メニューから選びます。

82仁大eラーニング Moodleの使い方



新しい問題として、どのような問題タイプの設問を追加するのかを選びます。

まずは最もよく利用される「多肢選択問題」タイプの設問を選び「追加」ボタンを押します。

83仁大eラーニング Moodleの使い方



「問題名」や「問題テキスト」、およびこの問題の点数「デフォルト評点」を記入します。

なお、「デフォルト評点」で設定した値は後述する問題の一覧において、既定で設定される配

点となるだけであり、最終的な小テストにおける絶対的な点数ではありません。

問題数や問題ごとの配点の重みづけによって、最終的な点数は変化します。

84仁大eラーニング Moodleの使い方



「単一解答のみ」を正解とするのか、「複数回答を許可する」のかを選択します。

「選択肢」および必要に応じてその選択肢を選んだ場合の「フィードバック」を入力します。

１つ以上の正解となる選択肢に対し、評点が「100%」となる必要があります。

85仁大eラーニング Moodleの使い方



問題の設定を保存すると、一覧の一つとして登録されていることが小テストの編集画面で確認

できます。

歯車アイコンでは、再度設定を変更できます。

虫眼鏡アイコンでは、問題のプレビューができます。

ゴミ箱アイコンでは、この問題を削除できます。

追加メニューから、さらに新しい問題を追加することができます。

86仁大eラーニング Moodleの使い方



この画面は、問題のプレビューを表示した例です。

問題の挙動などを確認し、「プレビューを閉じる」を押すと、小テストの編集画面に戻ります。

87仁大eラーニング Moodleの使い方



新しい問題として、「記述問題」を選び「追加」ボタンを押します。

88仁大eラーニング Moodleの使い方



正答となる「答え」を記入し、それに対応する評点の割合を選択します。

記述式の場合、正答となる文字列が複数必要であったり、揺らぎがある場合があるので、それ

らをすべて用意する必要があります。

小テスト実施後に、それらの揺らぎに気づき正答として追加する場合には、再評定が必要にな

ります。

89仁大eラーニング Moodleの使い方



各問題ごとの配点を設定します。

この例では「デフォルト評点」が1点の問題が2つで、「合計評点」は2点となりますが、「最大

評点」を10点として「保存」することで、それぞれの問題の実質的な点数は5点となることにな

ります。

90仁大eラーニング Moodleの使い方



小テストの画面に戻り、「小テストプレビューする」を押すと、小テスト全体の表示や挙動を

確認できます。

91仁大eラーニング Moodleの使い方



これは小テストのプレビュー画面です。

問題ごとの表示や順番、ページの設定をした場合はその確認、解答が正解になるかどうかの確

認などが行えます。

92仁大eラーニング Moodleの使い方



学生は、コースページから、小テストを選び実行できます。

93仁大eラーニング Moodleの使い方



「問題を受験する」ボタンを押して、小テストを実行できます。

94仁大eラーニング Moodleの使い方



解答し、「テスト終了」ボタンを押します。

95仁大eラーニング Moodleの使い方



「すべてを送信して終了する」ボタンを押して、解答を終了します。

96仁大eラーニング Moodleの使い方



確認画面が表示されるので、「すべてを送信して終了する」を押します。

97仁大eラーニング Moodleの使い方



自動採点され、問題ごとの正誤や所要時間、得点・評点などを確認できます。

98仁大eラーニング Moodleの使い方



教師が小テストの画面にアクセスすると、「受験件数」が確認でき、それを押すことで、受験

された結果を確認できます。

99仁大eラーニング Moodleの使い方



受験された結果を一覧で確認できます。

「受験をレビューする」を押すと、どのように解答したのか、それらにどのような採点がされ

たのかなどを確認できます。

また、受験結果をファイルとしてダウンロードし、表計算ソフト等で、分析をすることも可能

です。

100仁大eラーニング Moodleの使い方



小テストに関する様々な処理は、歯車アイコンを押して表示されるメニューから行うことが出

来ます。

再度、小テストを編集することも可能ですが、学生による受験がすでに１件以上されている場

合には、整合性を保つため、編集できる事項が制限されます。

101仁大eラーニング Moodleの使い方



コース内で行われた様々な学習活動において、個々の評価が記録されます。それらの全体の管

理を行うのが評定です。

102仁大eラーニング Moodleの使い方



コースのサイドメニューから「評定」を選ぶと、教師は参加者全員の評点などを確認できます。

学生は自身の各活動の評点結果などを確認できます。

103仁大eラーニング Moodleの使い方



評定には様々な機能がありますが、それらすべての解説は省略します。

評定の内容を、ファイルとしてダウンロードすることで、表計算で分析を行ったり、他のシス

テムなどへデータを渡したりすることができます。

この画面の例では、「評定者レポート」メニューから、「Excelスプレッドシート」を選び「ダ

ウンロード」を行っています。

104仁大eラーニング Moodleの使い方



105仁大eラーニング Moodleの使い方


